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表A.Bと

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

-

、

毎月1日・ 16日発行

各保育園では、 2月の中旬から下旬にかけて、

さんごっこ治を楽しくやリます。

みんなが作ったお面、風車、ハンドパックなどを机の上にならべ、回児の売り子が「し、らっしゃい、い

らっ しゃしりと元気な呼び声をかけていました。(写真は、 神川 第二保育園で)

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

市民の動き

( 2月1日現紅)

( -207) 

( -303) 

(+ 96) 

(+ 16) 

113，449人

55，191人

女 58，258人

世帯数 34，461世帯

( )内は前月比です。

総:人口

男
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主な内容

臨時市議会を招集・・.......

資源活用推進月間1(%一%)
水道の届け出はお早めにー.....

和裁校布F>r講習会の受講生を募集(働く婦人の家)・ー
同和問題を々える・ー・・・・

上田市の職日給与などの状況ー

おくやみ・..

i選挙特集・
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2月12日、石井市長逝去に伴い臨時市 i

議会が招集され、上田市長・故石井 泉:

氏の葬儀を市葬としてとり行う件と市長

特別選挙費について審議されました。そ

の結果、市葬費、市長特別選挙費として

2，268万3千円の予算が可決されましたO
-_.._----ーーー一一 一一一一一一一一ーーー....................ーーー一一一 一一一一一一一一一一ーーー........-----....... -------_ .. 

市
長
職
務
代
理
者

助
役
あ
い
さ
つ
要
旨

臨時市議会を招集

上
田
市
長
石
井
泉
氏
は
、
精
密
検

査
の
た
め
松
本
市
旭
町
信
大
附
属
病
院

に
入
院
し
、
去
る
二
月
四
日
午
後
一
時

八
分
、
入
院
先
に
お
い
て
心
不
全
の
た

め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す。
石
井
市
長
は
、
昭
和
四
十
八
年
市
長

に
初
当
選
以
来
、
二
期
八
年
の
実
績
と

市
民
の
信
望
に
よ
り
、
昨
年
十
月
二
十

五
日
の
市
長
選
に
お
い
て
三
選
を
果
た

き
れ
、
道
路
交
通
網
の
盤
備
を
は
じ
め

えつ広報
一『第 858号

8号一

む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市
民
運
動

あいさつをする市長職務代理者永野助役(手前)

幾
多
の
重
点
事
業
の
達
成
に
向
け
て
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
今
後
の

ご
活
躍
を
か
た
く
信
じ
て
お
り
ま
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
忽
然
と
し

て
他
界
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に

痛
恨
の
き
わ
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
改
め
て
あ
り
し
自
の
面
影
を
し

の
び
、
偉
大
な
足
跡
と
温
厚
で
人
間
味

あ
ふ
れ
る
人
柄
に
思
い
を
い
た
し
、
心

上
岡
市
長
故

こ
の
た
び
、
二
月
四
日
に
心
不
全
の

た
め
急
逝
さ
れ
た
上
田
市
長
・
故
石

井
泉
氏
の
生
前
の
功
績
に
対
し
て
、

従
五
位
、
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
が
、

県
知
事
か
ら
長
男
一
郎
氏
に
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

上
田
市
長
・
放
石
井
泉
氏
は
、

旧
泉
田
村
長
、
上
田
市
議
会
議
長
な

ど
を
歴
任
、
昭
和
四
十
八
年
に
は
上

田
市
長
に
初
当
選
さ
れ
、
三
期
自
の

物
を
生
か
す
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
八
年
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動
は
、

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
ご
遺
族
の
ご
安
泰
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
市
長
逝
去
に
伴
い
二
月
五
日

か
ら
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
ま

し
て
、
私
が
市
長
職
務
代
理
者
と
し
て

職
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

今
後
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

石
井
泉
氏
に

叙
位
・
叙
勲

市
政
を
担
当
中
で
し
た
。
氏
は
、
三

十
有
余
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
地
方

自
治
、
上
田
市
政
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
に
は
、
昭
和
六
十
年

度
を
目
標
と
し
て
上
田
市
の
あ
る
べ

き
将
来
の
都
市
像
を
描
き
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
そ

の
理
想
実
現
の
た
め
「
上
田
市
長
期

基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
石
井
市
政
の
軸
と
し
て
、
対
話

と
協
調
を
モ
ッ
ト
ー
に

H

あ
た
た
か

い
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
。
上
田
市
づ

く
り
に
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
構
想
も
今

日
ま
で
着
々
と
実
現
し
て
き
で
い
ま

す
。エ

ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
運
動
H

を
進
め

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い



む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市
民
運
動

資
源
活
用
推
進
月
間

第 858号ー

石
油
危
機
、
中
東
情
勢
の
変
動
な
ど

で
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
は
急
変

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て

い
く
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
生
活
は
、
衣
、
食
、
住
を

は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

特
に
石
油
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
資

源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
は

そ
の
現
状
に
関
す
る
情
報
や
暮
ら
し
の

中
で
の

H

省
エ
ネ
・
省
資
源
。
の
具
体

的
な
実
践
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の

つ
ど
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

家
庭
や
職
場
な
ど
で
も
H

省
エ
ネ
・
省

資
源
H

の
実
践
に
つ
い
て
、
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
、
今
年
も
「
む
だ
を
な
く
し

物
を
生
か
す
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
八
年
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動
は
、

三
月
八
日
間
か
ら
五
月
九
白
川
ま
で

の

二
か
月
間
を

「
資
源
活
用
推
進
月
間
」

と
し
、
上
田
市
資
源
活
用
推
進
本
部
(本

部

長

上

田

市

長
)
を
設
置
し
、
関
係

各
課
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
分
野

で
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
資
源
活

用
広
場
」
の
開
催
や
中
部
電
力
側
、
上

回
ガ
ス
側
、
上
回
電
報
電
話
局
、
県
上

回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
協
賛
に

よ
り
「
む
だ
を
な
く
す
生
活
展
」
な
ど

の
行
事
も
、
例
年
ど
お
り
計
画
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
行
っ
て
い
る

不
用
品
交
換
に
つ
い
て
は
、
特
に
こ
の

期
間
を
「
省
資
源
強
調
月
間
」
と
し
、

不
用
品
の
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
を
積
極
的

に
実
施
し
ま
す
。
H

市
民
総
参
加
の
省

f三えつ一(3)一一一一昭和57年 3月1日 広報

一
上
田
市
資
源
活
用
推
進
本
部

事
務
局
生
活
環
境
課
生
活
係
一

宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線

3
0
1
一

企大勢の皆さんでにぎわった昨年の

..，r資源活用広場」と「むだをなくす生活展」

不用品の交換で

むだのない生活を.グ

生活t以上克謀では、 不用品の

先日介・あ っせんをしています。

お気特にご利用下さ L、。

す
。エ

ネ
ル
、キ
|
-
省
資
源
運
動
M

を
進
め

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
カ
を
お
願
い

し
ま
す
。

不
用
品
の
登
録

紹
介
・
あ
っ
せ
ん
制
度

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
一

環
と
し
て
、
不
用
口
聞
の
登
録
、
紹
介
・

あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

資
源
の
再
利
用
、
有
効
利
用
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
物
価
対
策
に
も
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
、
家
庭
や
職
場
に

眠
っ
て
い
る
不
用
品
を
登
録
し
て
い
た

だ
き
、
希
望
者
に
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
す

る
も
の
で
す
。
ゆ
ず
り
た
い
品
物
、
ゆ

ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

電
話
な
ど
で
お
気
軽
に
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。
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お知らせ水
道
の
届
け
出
は

えつ広報

水
道
局
鎌
務
標
(
南
庁
舎
一
階
)

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
5
0
6
・

5
0
7

有
線
②
0
8
3
1

三
月
、
四
月
は
一
年
の
う
ち
で
も
特

に
引
っ
越
し
の
多
い
時
期
で
す
。
次
の

よ
う
な
と
き
は
、
お
早
め
に
水
道
局
へ

お
届
け
く
だ
さ
い
。

マ
引
っ
越
し
て
き
た
と
き
や
今
ま
で
使

っ
て
い
な
い
水
道
を
使
用
す
る
と
き

再
聞
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
自

の
つ
く
所
に
「
使
用
中
止
中
」
の
水
色

の
荷
札
が
あ
り
ま
す
の
で
、
検
針
区
コ

ー
ド
、
使
用
者
番
号
を
確
め
て
お
届
け

く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

マ
引
っ
越
し
て
行
く
と
き
や
一
時
休
止

す
る
と
き

一第 858号
号ー

邑小学絞では、社会科の勉強の一環とし

:て市役所見学などを行っています。生徒た

:ちは、係の人から説明を聞きながら、市役

:所の中を見て固わりましだ。

一
時
休
止
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
届
け
出
の

あ
っ
た
臼
ま
で
の
水
道
料
金
を
、
現
地

で
精
算
し
ま
す
。

マ
将
来
使
う
見
込
み
の
な
い
水
道
を
止

め
る
と
き

廃
止
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
電

話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
届
け
出
の
あ

っ
た
日
ま
で
の
水
道
料
金
を
、
現
地
で

精
算
し
ま
す
。

マ
名
義
を
変
更
す
る
と
き
特
に
、
死
亡

し
た
人
の
名
義
を
使
用
者
に
変
更
す

る
と
き

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
、
ぇ
、
名
義
変
更

の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
料
金

は
、
旧
使
用
者
の
分
も
合
わ
せ
て
新
使

用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
個
人
で
水
道
料
金
を
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
に
、
預
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
支
払
い
が
で
き
る
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。
預
金
通
帳
、
印

鑑
、
水
道
料
金
納
入
通
知
書
か
領
収

l~抵免免

。
投
票
で
き
る
人

市一回を
こ
持
参
の
う
え
、
各
金
融
機
関

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
は

4
月
に

資
産
税
課
資
産
税
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
3
6

有
線
②
0
6
8
1

毎
年
三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
土
地
、
家
屋
、
償
却
資

産
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、

税
制
改
正
に
よ
る
地
方
税
法
の
国
会
審

議
が
遅
れ
、
期
日
に
間
に
合
い
ま
せ
ん

の
で
四
月
に
延
期
し
ま
す
。

期
日
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
「
広

報
う
、えだ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
消
費
者
物
資
等

監
視
員
を
募
集

生
活
環
境
課
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

市
民
の
皆
さ
ん
の
消
費
生
活
を
向
上

さ
せ
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
築
く
た

め
、
次
に
よ
り
消
費
物
資
等
監
視
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
・
・
・
若
干
名

応
募
資
格
・
:
消
費
物
資
な
ど
の
調
貨
に

品同
一
立
の
あ
る
家
庭
の
主
婦
で
、
次
の

条
件
に
該
当
す
る
人
①
市
内
に
住

ん
で
い
る
人
②
昼
間
の
会
議
及
び

調
査
に
出
席
で
き
る
人

職
務
内
容
・
:
①
消
費
物
資
な
ど
の
グ
ル

ー
プ

(
五
グ
ル

ー
プ

)
に
よ
る
調
査

及
び
個
人
に
よ
る
価
格
調
資
②
会

議
(
月
一
回
)
に
出
席
し
、
調
丘
報

告
な
ど
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

任

期

:
・
二
年

募
集
期
限
・
:
三
月
二
十
五
日
刷

応
募
方
法
・・
・便
せ
ん
ま
た
は
は
が
き
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が

な
)
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
ご
記

入
の
う
、
ぇ
、
干

3
8
6

市
内
大
手

一ー
l
一

一

一

六

市

役

所

生

活

環

境
課
生
活
係
へ

郵
送
し
て
い
た
だ
く

か
、
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

商
工
謀
計
量
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
6
0
3

商
品
の
量
目
に
対
す
る
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ

っ

て
得
ら
れ
た
各
間
デ
ー
タ
ー
や
意
見
、

苦
情
な
ど
を
今
後
の
計
量
行
政
に
役
立

て
る
た
め
、
次
に
よ
り
計
量
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
・・
・
食
料
品
関
係
の
小
売
業
を

営
ん
で
い
な
い
人
、
ま
た
は
こ
れ
に

携
わ
っ
て
い
な
い

市
内
内
家
庭
の
主

。
投
票
で
き
な
い
人

婦
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

①
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
(年

三
回
)
②
過
去
に
計
量
モ
ニ
タ
ー

を
経
験
し
て
い
な
い
人

職
務
内
容
・
:
指
定
す
る
期
間
内
(
六
月

と
十
二
月
の
二
か
月
間
)
に
、
購
入

し
た
商
品
の
目
方
を
計
っ
て
日
誌
に

記
入
し
、
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
期
限
:
・
三
月
三
十
一
日
附

謝
礼
・
:
五
千
円
と
記
念
品
(
検
先
用

は
か
り
と
分
銅
)

応
募
方
法
:
・
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、
家

族
構
成
、
電
話
番
号
を
お
書
き
の
う

え、

〒

3
8
6
市
内
大
手
一

!

二

l
一
六
市
役
所
商
工
謀
計
量
係
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
は

便
利
な
口
座
振
替
で

上
小
地
方
事
務
所
税
務
標
版
税
係

告
⑫
1
2
6
0
内
線
2
0
9

自
動
車
税
も
電
気
料
や
屯
話
料
な
ど

と
同
じ
よ
う
に
、
口
座
仮
谷
が
で
き
ま

す
。

こ
れ
だ
と
納
期
限
を
気
に
し
な
く

て
す
み
、
手
数
と
時
間
も
は
ぷ
け
ま
す

手
続
き
は
、
預
金
に
使
用
さ
れ
て
い

る
印
鑑
を
ご
持
参
に
な
れ
ば
、
金
融
機

関
ま
た
は
上
小
地
方
事
務
所
税
務
課
で

簡
単
に
で
き
ま
す
。

。
入

券

場
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上田市長選挙

一 (1)一一一昭和57年 3月1日一一一広報うえだく選挙特集〉

投票日3月28日

い上回

(告示日 3月18日)

住みよ明るい選挙で
JU思............!U1J単"J包............J包免"J証~........~~免免....免匁"J単免免免..............J単"J単.......免.4U抵..~

。
投
票
で
き
る
人

投
票
日
現
在
、
満
二
十
歳
以
上
の
人

で
十
二
月
+
七
日
以
前
か
ら
、
=
一
か
月

以
上
引
き
続
き
上
田
市
に
住
ん
で
い
て

住
民
票
に
記
録
さ
れ
、
さ
ら
に
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

企
市
内
転
居
者

一
一
月
二
十
八
日
ま
で
に
市
内
転
居
し

市
役
所
市
民
課
か
各
支
所
へ
転
居
届
を

さ
れ
、
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
人
は
新
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

三
月
一
日
以
後
転
居
屈
を
出
さ
れ
た

人
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
十
月
二
十
五
日
に
市
長
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
の
に
、
そ
れ
か
ら
わ
ず

か
数
か
月
に
し
て
、
ま
た
市
長
選
挙
を

行
う
こ
と
な
ど
、
だ
れ
が
予
想
し
得
た

で
し
ょ
う
か
。

不
幸
に
し
て
、
前
市
長
の
急
死
に
伴

っ
て
こ
の
よ
う
な
事
態
に
至
り
ま
し
た

か
ら
に
は
、
新
た
に
市
長
を
選
ぶ
こ
と

が
急
務
で
あ
り
、
全
市
民
等
し
く
願
う

と
こ
ろ
で
す
。

名

応
募
資
格
・
:
消
費
物
資
な
ど
の
調
査
に

熱
意
の
あ
る
家
庭
の
主
婦
で
、
次
の

応
募
資
格
・
・
・
食
料
品
関
係
の
小
売
業
を

営
ん
で
い
な
い
人
、
ま
た
は
こ
れ
に

携
わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭
的
主

住
民
基
本
台
帳
に
、
の
ら
な
け
れ
ば
、

選
挙
人
名
簿
に
の
ら
な
い
。

。
投
票
で
き
な
い
人

O
市
外
に
転
出
し
た
人
。

(正
式
の
届
出

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
投
票
日
ま
で
に

転
出
し
た
人
)

O
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
実
際

に
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
な
い
人
。

学
生
な
ど
で
修
学
の
た
め
、
察
、
下
宿

な
ど
に
住
ん
で
い
る
場
合
の
住
所
は
、

原
則
と
し
て
寮
や
下
宿
に
あ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
学
生
な

ど
で
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
人
は
、
入
場

券
が
郵
送
さ
れ
て
も
投
票
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

公
職
選
挙
法
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
な
り
ま
し
た
。

度
の
よ
う
な
特
別
な
選
挙
を
行
う
べ
き
私
た
ち
選
管
委
員
、
事
務
局
職
員
は

事
由
が
生
じ
ま
す
と
、
市
長
の
職
務
代
も
と
よ
り
、
当
日
の
投
・
開
票
事
務
に

理
者
か
ら
選
管
に
通
知
が
あ
り
、
選
管
携
わ
る
す
べ
て
の
方
々
が
、
心
を
一
つ

は
、
こ
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
五
十
に
し
て
、
こ
の
選
挙
に
万
全
を
期
し
て

市
長
選
に
際
し
て

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

委

員

長

森

日
以
内
に
選
挙
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

市
長
選
挙
は
、

三
月
十
八
日
告
示
、
三

月
二
十
八
日
投
票
に
よ
り
行
う
こ
と
に

山

;葉

ま
い
る
決
意
で
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
選
挙
は
有
権
者

の
皆
様
、
候
補
者
、
選
挙
運
動
な
ど
に

か
か
わ
る
す
べ
て
の
人
た
ち
の
良
識
あ

る
行
動
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
た
ち

簡関
単ま
に Tこ
では
き上
ま小
す地
。方 l

事
務 d

戸斤 l 
税
務 a

課 t
で{

。
入

券

場

入
場
券
は
世
帯
あ
て
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
分
を
点
線
か

ら
切
り
と
っ
て
投
票
所

へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
入
場
券
は
、
再
発
行
し
ま
せ

ん
の
で
投
票
日
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

。
投
票
で
き
る
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

須
川
、
畑
山
、
長
入
、
岩
治
水
、
野
合

の
各
投
票
所
は
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

投
票
は
な
る
べ
く
早
自
に
、
時
聞
の

余
裕
を
み
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

Taj-
、，‘、，
Kで

A
r
'占
J

争、，4
E
J

守、，e‘

ま
せ
ん
。

ザ

棄
権
し
た
り
、
選
挙
違
反
に
よ
り
、
日

選
挙
に
悔
い
を
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
~

投
票
総
参
加
、
明
る
い
選
挙
推
進
運
動

を
、
市
民
の
総
意
で
盛
り
あ
げ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
熱
望
い
た
し
ま
す
。

市
長
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
直

結
す
る
市
政
を
執
行
す
る
人
で
あ
り
、

市
の
内
外
に
対
し
て
は
、
市
民
の
代
表

と
し
て
の
職
に
あ
た
る
人
で
す
。

ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
た
明
る
い
き
れ

い
な
選
挙
に
よ
っ
て
、
市
長
が
選
ば
れ

ま

す

こ

・

ん

で

や

み

ま
せ
ん
。
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。
不
在
者
投
票

選
惨
当
日
、
投
票
所
に
行
っ
て
投
豪

で
き
な
い
人
に
か
ぎ
り
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

期
聞
は
、
告
示
の
日
か
ら
、
投
票
日

の
前
日
ま
で
で
、
午
前
八
時
三
+
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
、
毎
日
、
選
挙
管
理

委

μ会
(
市
役
所
凶
階
)
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
目
に
投
票
を

す
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
に
お
い
で
の
と
き
は
、
入
場
券

(届
い
て
い
る
と
き
)
と
印
鑑
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

候
補
者
の
氏
名
掲
示
は
あ
り
ま
せ
ん
。

@
市
外
に
一
時
滞
在
し
て
い
る
人
は
、

体
叩
住
地
で
投
票
で
き
ま
す
の
で
早
目

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

。
病
院
、
老
人
ホ

l
ム
、
身
体
障
害
者

更
正
彼
護
施
設
、
保
護
施
設
な
ど
で

不
在
者
投
裂
の
指
定
を
受
け
て
い
る

施
設
に
は
い

っ
て
い
る
人
は
、
そ
こ

で
投
禁
で
き
ま
す
。

た
だ
し
歩
行
不
能
で
一
般
の
投
薬
所

に
行
〈
ニ
と
が
で

8
な
い
人
に
限
ら

れ
ま
す
。

し
よ
う
と
す
る
候
補
者
一
人
の
上
の
欄

に
、

O
印
の
ゴ
ム
印
を
お
し
て
く
だ
さ

い
。
ゴ
ム
印
は
投
票
所
に
備
、えつ
け
て

あ
り
ま
す
。

ゴ
ム
印
以
外
で
印
を
つ
け
る
と
無
効

と
な
り
ま
す
。
不
在
者
投
票
は
自
書
式

で
す
。

。
代
理
投
票

投
票
は
、
自
分
で
書
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
手
を
い
た
め
て
い
た
り

字
を
知
ら
な
い
た
め
に
字
が
書
け
な
い

な
ど
の
場
合
は
、
投
票
所
で
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
補
助
者
の
代
筆
に
よ
っ
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
秘
密
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す

の
で
安
心
し
て
、
遠
慮
な
く
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

@
郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

重
度
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
う
ち

次
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
に
よ
る
在

宅
投
票
が
で
き
ま
す
。
早
目
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
投
票
で
き
る
人

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
一
、
二

三
級
で
定
め
ら
れ
た
症
状
に
該
当
す

る
人
。

戦
傷
病
者
手
帳
所
持
者
で
特
別
項
症

二
項
症
、
三
項
症
ま
で
の
人
で
定
め

ら
れ
た
症
状
に
該
当
す
る
人
。

二
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

投
黙
を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
人
が

登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
の
委
員
長
が
発
行
す
る
証
明

書
が
必
要
で
す
の
で
申
請
し
て
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

(
こ
の
証
明
書
は
、

四
年
間
有
効
で

す
か
ら
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
)

三
、
投
票
の
手
続
き

選
挙
の
期
目
前
回
目
(
=
一
月
二
十
四

日
)
ま
で
に
、
本
人
自
身
の
署
名
に

よ
り
、
投
市
北
用
紙
お
よ
び
投
票
用
封

筒
を
請
求
し
本
人
自
身
で
候
補
者
一

名
の
氏
名
を
記
載
し
、
所
定
の
封
筒

に
入
れ
て
署
名
し
、
本
人
が
登
録
さ

れ
て
い
る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
の
委
員
長
に
、
必
ず
郵
便
に
よ
り

送
付
し
ま
す
。

こ
の
投
票
に
つ
い
て
は
早
自
に
手
続

き
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

国
主む

連

や
め
と

〆
苓
均
三
の

↓
句
し
↑
亡
の
た
め
に
・
・

立
会
演
説
会

よ機
う会候
で事前
す者
グ〉グ〉

で政
多策
数を
参直
))日接
い聞
たけ
しる
まよ
しい

，)予Tf 干11"

期
日
お
よ
び
場
所
、
時
間
な
ど
に
つ

い
て
は
後
日
お
し
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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投
票
所
で
の

投
票
の
方
法

企
投
票
は
記
号
式

開
票
の
と
き
・
と
こ
ろ
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開
票
は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
開
票
状

況
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と

き

HH
=
一
月
二
十
八
日
(
日
)

午
後
七
時
三
十
分

と
こ
ろ

1
上
田
市
立
清
明
小
学
校
体
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Eに

の
候
補
者
な
ど
寄
附
禁
止
の
条
項
に

ふ

覧

旅

行

に

青

し

た

り
、
そ
の
他
相
手

通

行

人

見

え

る

よ

う

な

こ

と

は

吉

回

収

ラ

，

七

号

司

道

重

6
2
i

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
じ
ゅ
う
ぶ
方
に
慰
安
な
ど
を
与
え
て
歓
待
す
る
こ
で
す

8

K

パ
ヤ
ぷ
白
州
戸

一一第 858号

市
長
選
挙
は
記
号
式
で
す
。

投
票
用
紙
に
あ
ら
か
じ
め
候
補
者
氏

名
が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
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こ
と
が
で
き
ま
す
。
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一 第 858号

公
選
法
、
労
働
基
説
法
な
ど
に
、
選

挙
の
当
日
、
選
挙
権
を
行
使
す
る
た
め

に
投
渋
所
に
行
く
と
き
は
必
要
な
時
聞

を
与
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
官
公
庁
の
み
で
な
く
、

広
く
す
べ
て
の
企
業
、
団
体
及
び
雇
用

主
に
対
し
て
こ
れ
を
求
め
て
い
る
も
の

で
す
。

号一

寄

附

禁

止

の

公
職
の
候
補
者
な
ど
は
、

時
期
や
選

挙
に
関
係
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

名
目
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
選
挙
区
内
に

あ
る
者

(者
と
は
、
個
人
は
も
ち
ろ
ん

国

・
県

・
市
町
村
や
会
社

・
ギ
業
所

・

団
体
・
組
合

・
神
社
・
4
寸
・
自
治
会
な

ど
、
倒
人
・
法
人
す
べ
て
含
む
)
に
対

し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

候
補
者
な
ど
と
は
、
候
補
者
が
、
こ

れ
か
ら
立
候
補
し
よ
う
と
す
る
意
志
が

あ
る
人
、
本
人
の
行
動
な
ど
か
ら
見
て

立
候
補
の
意
志
を
有
す
る
人
と
認
め
ら

れ
る
人
、
4
9
て
に
公
職
に
あ
る
人
な
ど

日
ま
で

の
休
館
日
な
ど
を
除
く
二
十

日
問
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

寄
附
。
社
会
事
業
団
体
に
す
る
寄
附
。

単
に
滞
在
中
の
者
に
対
す
る
寄
附
。
そ

の
他
い
か
な
る
名
儀
で
あ
っ
て
も
寄
附

行
為
と
み
ら
れ
る
も
の
。

V
寄
附
の
要
求

選
挙
区
内
の
公
職
の
候
補
者
な
ど
に

対
し
て
、
寄
附
を
求
め
た
り
、
勧
誘
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
悶
や
県
や
市
町
村
な
ど
か
ら

補
助
金
、
利
子
補
給
な
ど
を
受
け
た
り

詰
負
契
約
や
物
品
納
入
契
約
、
そ
の
他

特
別
の
利
益
を
伴
う
契
約
の
当
事
者
(
個

人
、
会
社
、
そ
の
他
の
法
人
な
ど
)
は

寄
附
が
祭
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
そ
の
相
手
方
は
候
補
者
、

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
で
あ
る
こ
と

を
問
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
親
族
の
場
合
は
の
ぞ
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

掲
示
に
ご
協
力
を

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
特
殊
事
情
を
考
慮
い
た
だ
き
、
短
期
川

る
た
め
に
、
各
家
庭
、
事
業
所
等
に
聞
で
す
の
で
で
き
る
限
り
の
ご
協
力
川

候
補
者
や
運
動
員
な
ど
か
ら
協
力
方
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

申
し
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
選
挙
の

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー

信
制
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

は
、
グ
リ
ー

ン
カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り

ま
す。

ませて



第 858号一

和
裁
技
術
講
習
会
の

受
講
生
を
募
集

働
く
婦
人
の
家

宮
⑫
2
9
8
8

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
県
内
職
援
助

セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、
次
の
と
お
り
和

裁
技
術
講
訓
由
会
を
聞
き
ま
す
。
受
講
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
電
話
で
も
結
構
で
す
。

対
象
者
・
:
市
内
に
住
む
婦
人
で
、
初
心

者
に
限
り
ま
す
。

定
員
・
:
二
十
名
(
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
)

募
集
期
間
・
:
三
月
十
一
日
附
か
ら
三
月

十
三
日
出
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午

後
九
時

講
習
期
間
:
・
四
月
二
日
か
ら
五
月
十
一

f三えつ一(5)一一一一昭和57年 3月1日 広報
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寄
-

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
-v
オ
ル
ガ
ン
針
株
式
会
社
労
働
組
合
様

二
万
円

母

子
福
祉
事
業
に

V
山

浦

忠

様

(
下
堀
)
普
通
ベ
ッ

ド
一
台
貸
し
出
し
用
べ

y
ド
と
し
て

れ立
る候
人捕
、の

噴 意
て志
にを
公有
職す
lこる
あ人
ると
人認
なめ
どらて

日
ま
で
の
休
館
日
な
ど
を
除
く
二
十

日
問
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

講
習
内
容
・
:
肌
ジ
ュ
パ
ン
、
男
女
物
浴

衣
、
男
女
ウ
ー
ル
な
ど

受
講
料
・
・
・
無
料

長
野
西
高
等
学
校
通
信
制

官

0
2
6
2
⑮
2
2
6
1

入
学
資
格
:
・
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
こ

れ
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
な

ら
ば
、
年
齢
、
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

願
書
受
付
・
:
四
月
九
日
幽
ま
で

そ
の
他
:
・
入
学
試
験
は
行
い
ま
せ
ん
。

願
書
な
ど
ご
希
望
の
方
は
、
六
十
円

切
手
を
同
封
の
う
え
、
〒

3
8
0
長

野
市
箱
清
水
長
野
西
高
等
学
校
通

付

お

ネし

V
合
資
会
社
綿
屋
高
唐
様
男
子
学
生

ズ
ボ
ン
二
十
一
本
、
女
子
通
学
服
九
着
、

女
子
通
学
ス
ラ
ッ
ク
ス
五
本
生
活
保

護
家
庭
な
ど
の
児
童
に

V
匿

名

一

万

四

千

九

百
六
十
四
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
に

川
申
し
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
選
挙
の

信
制
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

和
裁
科
入
校
生
を

募
集
し
ま
す

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次
の

と
お
り
和
裁
科
入
校
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
入
校
資
格
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

和
裁
を
学
び
た
い
人
の
た
め
に
、
初
歩

か
ら
教
、
え
ま
す
。

と
き
:
・
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日

の
午

前
十
時
か
ら
午
後
三
時

グ
リ
ー
ン
カ
l
ド
の

交
付
申
請
は

グ
リ
ー
ン
カ

l
ド
が
本
格
的
に
実
施

さ
れ
る
昭
和
五
十
九
年
一
月
以
降
①

郵

便

貯

金

②

マ

ル

優

③

特

別

マ

ル

優
の
非
課
税
貯
蓄
を
利
用
す
る
場
合
に

は

ク

リ
ー

ン
カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
グ
リ
ー
ン
カ

l
ド
の
交
付
申
請
は
、

昭
和
五
十
八
年
一
月
か
ら
、
税
務
署
の

ほ
か
、
郵
便
局
や
銀
行
な
ど
金
融
機
関

の
窓
口
に
備
、
ぇ
付
け
ら
れ
て
い
る
申
請

書
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
な
と
を
記
載

し
、
こ
れ
に
二
か
月
以
内
に
作
成
さ
れ

た
住
民
票
の
写
し
を
添
、
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ク
リ
ー
ン
カ
ー
ド
は
、
一
人

一
枚
め
交
付
で
す
か
ら
、
そ
の
申
請
も

一
度
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

自
動
車
相
談
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

長
野
県
自
家
用
自
動
車
組
合

上

小

支

部

宮

⑫

0
5
9
5

長
野
県
自
家
用
自
動
車
組
合
上
小
支

部
で
は
、
自
動
卓
に
閲
す
る
各
種
の
相

談
、
苦
情
、
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
解
決
指

導
に
当
る
た
め
、
支
部
内
に
自
動
車
相

談
所
を
設
け
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

相
談
対
象
:
主
と
し
て
、
次
の
も
の
を

取
り
扱
い
ま
す
。

①
自
動
車
の
登
録
、
廃
ト
阜
の
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
②
自
賠
責
な
ど
自
動

車
保
険
に
関
す
る
こ
と
③
交
通
事

故
の
解
決
に
関
す
る
相
談
と
指
導

④
自
動
車
の
購
入
及
び
整
備
に
伴
う

苦
情
相
談
な
ど

:.~に
ぎとペ~r そっ
! ~j ヨ

::寸M
ノ ケア!'i円

之とど仁子J1

市県民税・所得税の申告は

3月15日までに

缶叫in・Ca.

申告期限がせまっています。まだ申告を済ませて

いない人は、お早めに済ませてください。



(

前

回

よ

り

続
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落
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し
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基本的

玉里解のために

| 同和問題を考える | 

え一第 858号

て
い
ま
す
。

先
輩
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
し
を
聞
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
初
め
て
部
落
差
別
の

恐
ろ
し
き
を
知
っ
た
の
で
す
。
私
も
同

じ
運
命
を
た
ど
る
か
も
し
れ
な
い
:

そ
う
思
う
と
、
前
に
も
増
し
て
自
分
の

境
遇
が
う
ら
め
し
く
思
え
て
き
た
の
で

す。
私
は
、
中
学
の
こ
ろ
、
は
っ
き
り
い

っ
て
同
和
教
育
な
ど
な
い
方
が
い
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
同
和

教
育
に
よ
っ
て
知
ら
な
く
て
も
い
い
こ

と
ま
で
知
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し

た
か
ら
で
す
。
変
に
い
じ
ら
な
い
で
静

か
に
放
っ
て
お
け
ば
自
然
に
な
く
な
る

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

つ
づ
く

目①一塩大型北海ニシン

一1尾190円

②広島産生がき

......300 g入 1ケース200円

取り扱い庖一市内産直協力庖

翼民15日が休みのおl苫は16日に実施します。
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ー (7)一一一昭和57年 3月1日 広報うえだ 第 858号ー

上岡市の職員給与などの状況

国の「行財政改革に関する当面の基本方針」に基づき、上田市職員の給与の実態をお知らせし ます。

1.人件費の状況(普通会計決算)

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含み

ます。

3.職員の平均給与月額亙ぴ平均年齢の状況 4.職員の初任給、経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
(昭和56年 4月1日現在) (昭和56年4月1日現在)

般 行 政 職

区分

区 分 決定初任給
経験年数7年 経験年数10年 経験年数15年 i
以上10年未満 以上15年未満 以上20年未満;

平均給与月額 平均年齢

上田市 202，075 円 37.9歳

上 大学卒
100，200 円 154，571同 185，731円 220，700阿
-103，300 

回

市 高校卒 87，200 126，714 149，527 184，972 I 

長野県 212，007 円 39.10議
般
長 大学卒 101，600 157，620 187，112 229，503 

行 野

国 209，403 円 41.3歳
政
県 高校卒 84，600 124，121 150，414 184，818 

大学卒
97，000 

153，900 186，600 227，600 
職 一101，600
国

高校卒 82，000 121，400 146，700 176，500 

5.一 般行政職の等紐別職員数の状況 (昭和56年4月1日現在)

固め等級 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級 7等級 8等級 計

等級 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級

上
標準的な 係長

務高技を度必師を要の行知とうす主識絵事る験業、比主識す事較経る験業的、務高技を度必師をの要行知とう
主 事

部 長 課長 課補長佐
田 職務内容 主査 技師

市
職員数 12 人 55人 86人 170 人 195 人 61 人 36 人 615 人

t構成比 2.0 % 乙 8 .~ 14管 27.6 % 31.7 % 9.9 % 5.9 % 100 % 

(注)標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

6.職員手当の状況 7.特別職の報酬等の状況 (56年 4月1日現在)

区分 上 回 市 長 野 県、 国 区分 給料月額等 期末手当 (55年置支給割合)

(55年度支給割合) (55年度支給割合)
市 長 590，000円 6月期 1.4月分

期 末 勤 勉 期末 勤勉

期末、勤勉 6月期 1.4月分 0.5月分 6月期 1.4月分 0.5月分
助 役 485，000円 12月期 1.9月分

手 当 12月期 1.9月分 0.6月分 12月期 1.9月分 0.6月分
収入役 426，000円 3月期 0.5月分

3月期 0.5月分 3月期 0.5月分

計 3.8月分 1.1月分 計 3.8月分 l.l月分 計 3.8月分

(支給率) 自己都合 勧 奨 (支給率) 自己都合 勧 奨 議 長 295，000円 6月期 1.4月分

最高
60月分 69.3月分 最高限度額 60月分 69.3月分限度額 副 議長 259，000円 12月期 1.9月分

退職手当 勤続20年 21月分 31.5月分 勤続20年 21月分 31.5月分

勤続30年 41.25月分 59.4月分 勤続30年 41.25月分 59.4月分
議 員 240，000円 3月期 0.5月分

勤続35年 48.125月分 69.3月分 勤続35年 48.125月分 69.3月分 計 3.8月分

ロ
ロロ
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次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
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た
め
に
は
、
内
職
希
望
者
の
注
意
が
何

よ
り
も
肝
心
で
す
。
だ
れ
に
で
も
で
き
る

簡
単
な
仕
事
で
高
収
入
が
得
ら
れ
る
、

と
い
う
よ
う
な
「
う
ま
い
話
」
は
あ
り

え
ま
せ
ん
。

内
職
を
始
め
る
と
き
に
工
質
、
そ
の

他
の
委
託
条
件
を
き
ち
ん
と
確
認
す
る

慎
重
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
家
内
労

働
法
で
は
、
内
職
を
委
託
す
る
者
は
内

職
者
に
対
し
、
委
託
の
条
件
な
ど
を
記

入
し
た
家
内
労
働
手
帳
を
交
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

内
職
を
行
う
場
合
は
、
こ
の
家
内
労
働

手
帳
を
委
託
者
か
ら
交
付
し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

上
室
賀

七
七

清
水
め
い
じ
さ
ん

丸
山
す
い
さ
ん

(
常
磐
城
一
丁
目
)
西

家
塚
ト
ヨ
さ
ん

(
中
央
三
丁
目
)
馬
場
町

南

川

き

久

の

さ

ん

金

井

山

浦

固

さ

ん

下

堀

宮

崎

袈

裟

信

さ

ん

小

泉

田

中

こ

う

さ

ん

倉

升

宮

沢

民

部

さ

ん

下

室

賀

渡

辺

え

ち

の

さ

ん

矢

沢

近
藤
登
美
さ
ん

(
常
磐
城
四
丁
目
)
生
塚

武

田

次

男

さ

ん

五

加

寺

島

戒

三

さ

ん

川

辺

町

野

村

功

さ

ん

下

之

郷

林

み

ち

子

さ

ん

浦

野

「

f
J〆
子
炉
γ
h
v
哉
・
こ

ノ
、
】
'

J

'

J
・

可

唖

，

『

E
V
'
噌
同
日
目

-
h
'
u
-

ご
注
意
を

(
上
回
労
働
基
準
監
督
署
宮
⑫
0
3
3
8
)

最
近
、
各
地
で
家
庭
の
主
婦
な
ど
が
の
が
あ
り
ま
す
。

「
簡
単
な
作
業
で
高
収
入
」
な
ど
と
い
①
内
職
講
習
会
と
称
し
て
多
額
の
受

う
新
聞
の
折
り
込
み
ゃ
、
電
柱
の
は
り
紙
講
料
な
ど
を
取
り
、
出
来
た
製
品
に
つ

な
ど
の
広
告
に
誘
わ
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
い
て
は
種
々
の
条
件
を
つ
け
、
買
い
た

な
名
目
で
高
い
費
用
を
支
払
わ
さ
れ
る
だ
い
た
り
、
買
上
げ
を
拒
ん
だ
り
す
る
。

一
方
、
仕
事
の
内
容
や
収
入
に
つ
い
て
②
相
当
の
収
入
が
得
ら
れ
る
と
宣
伝

は
約
束
と
違
う
と
い
う
被
害
に
あ
う
例
し
、
高
額
な
機
械
を
市
価
の
倍
額
ぐ
ら

が

出

て

い

ま

す

。

い

の

価

格

で

売

り

付

け

、

工

貨

の

取

り

こ
の
よ
う
な
「
イ
ン
チ
キ
内
職
」
に
決
め
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

は
、
大
き
く
分
け
る
と
次
の
よ
う
な
も
「
イ

ン
チ
キ
内
職
」
の
被
害
を
防
ぐ

八
八
六一二
八
一七

四
七
五
六一一

六
五
七
一
八
二

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。 八

七

林
之
郷

八
0 

酒
井
き
ち
の
さ
ん

中
沢
正
信
さ
ん

(
中
央
一
丁
目
)

山
崎
寿
明
き
ん

角
野
ス
キ
さ
ん

宮
島
正
一
き
ん

(
緑
が
丘
三
丁
目
)
城
北

石

川

清

子

き

ん

川

辺

町

中
曽
根
き
く
世
さ
ん
神
科
新
屋

竹
内
キ
ヨ
さ
ん

(
常
磐
城
二
丁
目
)
新
町

島

滝

元

吉

さ

ん

五

加

成
沢
孝
一
さ
ん

(
緑
が
丘
二
丁
目
)
緑
が
丘
北

池
田
登
喜
一
さ
ん
八
木
沢

石
井
奈
緒
さ
ん
上
川
原
柳
町

井

沢

末

松

さ

ん

浦

野

脇

大鷹
岡匠
湯町

七
三
八
一八五

八七五八五五九八
八五六七九二六

九五六
七七四

七八
四一

六五九五五
八 O 九七九

九一八五
O 四 O 五

一
、
自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

行
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